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１．京都北都信用金庫について
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【平成３０年３月末現在】

創 立 ：明治３４年５月１７日

出資金 ：１０４億８百万円

本 店 ：京都府宮津市

店舗数 ：３９店舗（うち出張所２）

預 金 ：７，５４７億円

貸出金 ：３，５２０億円

役職員数：７１０名

営業地区

京都府 福知山市・舞鶴市・綾部市・宮津市・亀岡市

京丹後市・南丹市・京都市右京区（旧京北町）

船井郡・与謝郡

福井県 小浜市・大飯郡・三方上中郡

兵庫県 豊岡市・篠山市・丹波市・朝来市

『地域活性化の実現とほくとしんきんブランドの確立』

１０ヵ年長期経営計画 ビジョン



２．事業性評価の取組みについて

 取引先の経営課題を把握・分析し、課題解決に向けて支援を行うことで、取引先企業の改善・成長
に繋げ、地域経済の再生に結びつけるとともに、当金庫の融資推進における金利競争を回避し、収
益面の改善につなげる。

１．目的
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２．取組みの基本方針

① お客さまを知る

② お客さまと課題を共有する

③ 課題解決に向けて提案する（本部との連携）

④ 外部機関と連携して対応する

３．取組み体制

お
客
さ
ま

営業店

ヒアリング・対話
①ヒアリングにより
「事業性評価シー
ト」作成

本 部

②本部にて内容精査

③支援方針決定

④経営課題・支援方
針について共有

⑥営業日報より進捗状
況を確認し、指示・
アドバイスを行う。

営業支援システ
ムを活用

本部にて外部機関と
の連携サポート

⑤支援活動の実践

本部・外部機関と連
携しながら対応

外部機関



３．事業性評価手法（記入シート）の変遷
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平成３０年度

「ローカルベンチマーク」に一本化

平成２９年度

金庫独自の
「事業性評価シート」

＋

「ローカルベンチ
マーク」

平成２８年度

金庫独自の
「事業性評価シート」

平成２７年度

課

題

 金庫独自の「事業性
評価シート」に、業
務フローの欄がなく、
全体像が掴みにくい。

 お客さまとの対話が
十分でない。深堀り
ができていない。

 お客さまとの取引が
長い中で、改めてお
客さまに事業のこと
について「聞きにく
い」

長年の取引先
が多い･･･

 ロカベンを導入した
ことで内容は充実す
るも、業務フローの
把握が十分でない。

 ロカベンから事業性
評価シートの転記に
時間を要し、事務負
担が増加。

 ロカベンシートによ
るお客さまとの対
話・コンセンサスが
十分でない。

 ロカベンに基づき
ヒアリングを行い、
内容を金庫独自の
「事業性評価シー
ト」転記する。

改

善

 当金庫独自の「事
業性評価シート」
を廃止し、ロカベ
ンに一本化。

 平成29年3月のロカベンシートの改訂によ
り、「業務フロー」と「商流」が区分さ
れ、ビジネスモデルを俯瞰して把握でき
るようになったこと。（当金庫独自シー
トより効果的である）

 ロカベンシート作成について、お客さま
と協働して作成することで、取引先との
課題共有を深め、課題解決に向けた支援
につながる。

一本化した理由

平成２９年度より営業店の業績評価は、従前までの
評価基準を大幅に変更し、お客さまに対する活動プ
ロセスや経営支援の活動に重点を置いた評価に変更
する。



４．①ローカルベンチマークを活用した事業性評価（フロー）
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 ローカルベンチマークの「リーフ
レット」と「ヒアリング協力文書」
により、お客さまに理解を求める。

ステップ１

国の施策であることを、お
客さまに理解して頂くこと
で、その後のヒアリングに
スムーズにつなげる！



４．②ローカルベンチマークを活用した事業性評価（フロー）
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 ローカルベンチマークシート作成に
ついて、ヒアリングを重ねながらお
客さまと協働して作成。

ステップ２

ヒアリングした結果を、お
客さまに提示して、相互に
確認を行う。

当金庫の支援メニューの中
から、課題解決のための支
援方針を策定する。
（当金庫独自に改訂）



５．ローカルベンチマーク研修の実施
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 中小企業診断士による「ローカルベ
ンチマークシート活用研修」を、支
店長・法人担当職員向けに定期的に
開催し、ヒアリング時のポイント、
業務フローからの課題整理のスキル
アップを行う。

（講師：神戸壮太中小企業診断士事務所）



６．ローカルベンチマークの活用効果
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事業性理解

経営課題の共有

融資取組み

 若手職員が、お客さまの業務フロー等
を理解する機会となる。また、中堅・
支店長クラスの職員においても、改め
てお客さまの事業を理解する機会とな
る。

本部にて精査する段階で、業種の特性
を理解する力が不足していることが課
題となる。→その後の「業種別研修」
の取組みにつながる。

 ロカベンシートを活用したことで、お
客さまとの課題共有が進む。特に、潜
在的な課題である「事業承継」の課題
を共有できた。

課題の解決に時間を要するものが大半
であり、長期継続的に支援する仕組み
が必要。

課題

課題

 業務フロー及び経営課題解決の中で、
融資取組みの視点（可能性）を意識さ
せることで、事業性評価のための評価
にならないように意識した。

ローカルベンチマーク（事業性評価）
実施先は、定性面の把握強化に繋がっ
ているものの、資金余力がある先等に
ついては資金需要がなく、融資に直結
しない。

課題

 平成２８年より「ものづくり
補助金申請」支援に取組む。

• 平成28年 16件申請 9件採択

• 平成29年 25件申請16件採択

• 平成30年 38件申請24件採択

 「ものづくり補助金」申
請支援は、当金庫職員が
伴走支援することとして
おり、補助金申請のベー
スとなる「事業性理解」
「経営課題」等を把握す
る上で、ローカルベンチ
マークを活用しているこ
とが、採択数の向上につ
ながる。

ものづくり補助金
の取組み



８．今後の課題
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1. ローカルベンチマーク（事業性評価）対象先の増加

 現在、当金庫の主要融資取引先の概ね半数に取組んだ状況であり、早期に全先対応する
必要があります。しかしながら、ローカルベンチマークの作成には、ヒアリングに1時
間30分程度必要であり、その後の作業等も含めると、１先作成するのに非常に時間を要
すことが課題です。現在は一定時期を定めて、集中的に評価を行う仕組みとしています
が、日常的な取組みに変更することも含め、検討課題です。

2. 経営課題の進捗管理と見直しルール

 お客さまの経営課題はすぐに解決するものではないため、本部と担当店舗が一体となっ
て継続的に取組む必要があります。個々のお客さまの経営課題支援に向けた進捗管理を
徹底することとともに、定期的にローカルベンチマークの見直しを行い、経営課題の見
直しを行う体制整備が課題となっています。

3. 付加価値の高い融資取組み

 ローカルベンチマーク（事業性評価）取組み先において、事業性を理解し経営課題支援
を行う中で、付加価値の高い（金利競争に陥らない）融資取組みに繋げることが大きな
課題です。効果が現れるのには時間を要する課題であり、継続的に取組む必要がありま
す。


